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●初午のお供え物・いなり寿司● 

きつねは稲荷神のお使い役で油揚げが大好物。初午の日に

は、油揚げや油揚げにすし飯を詰めたものを奉納し、これが、

いなり寿司の始まりです。東日本では米俵に 

見立てた俵型ですが、西日本ではきつねの耳 

に見立てた三角が主流です。 
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★
☆
今
注
目
の
ウ
イ
ス
キ
ー
工
場 

余
市
蒸
溜
所
☆
★
一
面
右
上 

初
午
祭
り
と
は
？
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
面
左
上 

添
乗
員
日
記 

「
添
乗
業
務
は
気
合
と
度
胸
と
覚
悟
」
一
面
右
下 

断
崖
絶
壁
に
立
つ
国
宝
三
徳
山
投
入
堂 

 
 

 
 

 

二
面
右
上 

ラ
ー
メ
ン
好
き
集
ま
れ
！ 

一
蘭
の
森 

 
 

 
 

 

二
面
右
下 

２
月
２
０
日
は
旅
券
の
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
面
左
上 

皆
さ
ん
、『
初
午
』
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

初
午
と
は
、
二
月
最
初
の
午
の
日
の
こ

と
を
言
い
、
こ
の
日
は
全
国
各
地
の
稲
荷

神
社
で
「
初
午
祭
り
」
と
言
わ
れ
る
祭
礼

が
行
わ
れ
、
豊
作
、
商
売
繁
盛
、
開
運
、

家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
す
。
ま
た
初
午
だ

け
で
な
く
、
二
の
午
、
三
の
午
を
続
け
て

祭
礼
を
行
う
地
方
も
あ
り
ま
す
。 

稲
荷
神
社
は
全
国
に
約
四
万
社
あ
り
、

農
業
・
漁
業
・
商
売
・
家
庭
円
満
に
ご
利

益
が
あ
る
と
さ
れ
、京
都
市
伏
見
区
の
伏

見
稲
荷
大
社
が
総
本
社
で
す
。
伏
見
稲
荷

に
よ
る
と
、
和
銅
４
年
（
７
１
１
年
）
の

２
月
の
最
初
の
午
の
日
に
、
祭
神
が
稲
荷

山
（
伊
奈
利
山
）
の
三
箇
峰
に
降
り
た
と

い
う
故
事
か
ら
、
稲
荷
神
を
祭
る
祭
事
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

旧
暦
２
月
の
初
午
の
日
は
今
の
３
月

に
あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
稲
作
を
始
め
る
時

期
だ
っ
た
た
め
、
農
耕
の
神
様
を
祭
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
稲
荷
の
名
は
「
稲
生

り
」
か
ら
来
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

添
乗
（
業
界
用
語
で
は
旅
程
管
理
主
任

者
）
業
務
の
本
来
の
仕
事
は
旅
程
管
理
で

す
。
手
配
さ
れ
た
確
定
書
面
の
予
約
内
容

が
確
実
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か
、
予
定
し

て
い
る
行
程
が
時
間
や
経
路
を
含
め
順
調

に
進
行
し
て
い
る
か
を
管
理
し
、
天
候
や

渋
滞
に
よ
っ
て
変
更
に
な
っ
た
時
は
最
大

限
、
本
来
の
状
態
に
戻
す
事
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
ま
で
も
航
空
機
の
欠
航
や
遅
延
、

事
故
等
の
渋
滞
で
行
程
の
変
更
等
を
行
っ

た
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。
出
発
前
に
予
想

で
き
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
は
準
備
が
で

き
て
い
ま
す
し
現
場
で
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
予
想
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
時
は
ま
さ
に
腕
の
見
せ
所
！ 

 

香
港
に
て
最
終
日
の
朝
、
突
然
１
本
の

電
話
が
鳴
り
ま
し
た
。
話
の
内
容
は
香
港

か
ら
台
北
で
乗
継
ぎ
福
岡
へ
戻
る
予
定
便

で
香
港
発
、
台
北
行
き
が
遅
延
す
る
事
が

決
定
し
台
北
で
乗
継
げ
な
く
な
っ
た
と
の

事
。
そ
の
電
話
で
一
便
前
の
香
港
発
に
変

更
し
予
約
番
号
を
確
認
、
搭
乗
者
名
簿
、

便
名
、
時
間
等
を
復
唱
し
全
て
完
了
！
香

港
出
発
が
１
時
間
程
早
く
な
る
為
、
予
定

の
行
程
を
組
み
直
し
、
お
客
様
へ
説
明
し
、

一
安
心
！
全
て
完
璧
に
処
理
し
、
時
間
通

り
に
香
港
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
！
「
予
約
は
入
っ
て
い

る
が
空
席
が
な
い
」
と
の
回
答
。
予
約
端

末
上
の
ミ
ス
な
の
か
？
し
か
し
予
約
ス
テ

ー
タ
ス
は
確
か
に
「
Ｏ
Ｋ
」
と
表
示
。
航

空
会
社
と
添
乗
員
の
交
渉
が
始
ま
り
ま
し

た
。
心
配
そ
う
な
、
お
客
様
に
事
情
を
説

明
し
、
荷
物
預
け
カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
番
前

に
並
び
「
ト
イ
レ
以
外
は
動
か
な
い
で
下

さ
い
」
と
お
願
い
し
て
強
硬
手
段
で
交
渉

開
始
。
航
空
会
社
は
代
案
と
し
て
後
続
便

（
元
々
の
予
定
便
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

へ
振
替
、「
台
北
発
便
を
遅
ら
せ
て
、
必
ず

乗
継
ぎ
約
束
す
る
」
旨
を
提
示
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
「
そ
ん
な
こ
と
絶
対
に
出

来
な
い
」
と
判
断
し
、
一
歩
も
譲
ら
ず
、

必
ず
こ
の
便
に
乗
る
旨
を
何
度
も
訴
え
、

つ
い
に
席
を
確
保
し
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
完

了
さ
せ
ま
し
た
。 

荷
物
を
預
け
、
出
国
審
査
、
機
内
搭
乗
、

席
に
座
る
ま
で
心
配
し
ま
し
た
が
予
定
通

り
台
北
へ
到
着
し
ま
し
た
。
案
の
定
！

我
々
が
搭
乗
し
た
福
岡
行
き
の
便
に
香
港

で
提
示
さ
れ
た
後
続
便
が
乗
継
い
で
な
い

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様

よ
り
感
謝
さ
れ
「
添
乗
員
が
い
て
良
か
っ

た
」
と
言
っ
て
頂
い
た
時
、「
ふ
ぅ
ー
」
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
乍
ら
「
あ
の
飛
行
機
に

乗
れ
ず
台
北
で
大
変
な
思
い
を
し
た
方
が

い
る
ん
だ
ろ
う
な
？
」
と
思
っ
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。 

 
 

 

（
石
田 

和
弘
） 

 

●
九
州
で
行
わ
れ
る 

初
午
祭
り
● 

・
祐
徳
稲
荷
神
社
（
佐
賀
県
） 

稲
荷
大
神
が
京
都
伏
見
の 

稲
荷
山
の
三
ヶ
峰
に
鎮
座
さ 

れ
た
と
伝
わ
る
２
月
最
初
の 

午
の
日
に
初
午
祭
が
行
わ
れ 

ま
す
。
商
売
繁
盛
、
大
漁
豊 

作
、
家
内
安
全
が
祈
願
さ
れ
る
ほ
か
、
境
内

で
は
平
戸
神
楽
、
面
浮
立
（
め
ん
ぶ
り
ゅ
う
）、

一
声
浮
立
、
民
謡
な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。 

〈
日 

時
〉
平
成
２
７
年
２
月
１
１
日
（
水
） 

〈
場 

所
〉
鹿
島
市
古
枝 

〈
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〉
０
９
５
４
‐
６
２
‐
２
１
５
１ 

  

・
高
橋
稲
荷
神
社
（
熊
本
県
） 

日
本
５
大
稲
荷
の
一
つ
で 

あ
り
、
明
応
５
年
（
１
４
９ 

６
）
に
、
城
の
守
り
神
と
し 

て
、
京
都
の
伏
見
稲
荷
神
社 

の
御
分
霊
を
勧
請
し
て
祀
っ 

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い 

ま
す
。
毎
年
２
月
の
初
午
の
日
に
行
わ
れ
る

初
午
の
例
祭
は
、
商
売
繁
盛
を
願
う
参
詣
の

人
々
が
集
ま
り
ま
す
。 

〈
日 

時
〉
平
成
２
７
年
２
月
１
１
日
（
水
） 

〈
場 

所
〉
熊
本
市
西
区
上
代
９-

６-

２
０ 

〈
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〉
０
９
６
‐
３
２
９
‐
８
０
０
４ 

 

現在、放送中のＮＨＫ朝の連続ドラマ「マッサン」。「マッサン」は、日本のウイス

キー誕生を支えた竹鶴政孝と、その妻リタさんがモデルとなっています。 

物語の舞台となっているのが北海道にある余市蒸溜所。工場見学でも今、 

注目のスポットとなっています。 

日本のウイスキーの父と呼ばれるニッカウイスキー創業者・竹鶴政孝が、自身のウイ

スキーづくりの理想郷を求め、たどり着いた場所が、北海道・余市です。 

スコットランドに似た冷涼で湿潤な気候、豊かな水源と凛と澄んだ空気がそろった場

所こそが、理想のウイスキーづくりには欠かせないと考え、さまざまな候補地の中から

小樽の西、積丹半島の付根に位置する余市を選びました。 

工場内では 30 分ごとに無料のガイドツアーが行われ、詳しい説明を聞きながら製造

過程を見学でき、約 1 時間のツアーの最後にはウイスキーの無料試飲もあります。また、

年代別に香りを楽しめる施設もあるので、ドライバーやウイスキー 

が飲めない人も楽しめます。さらに、ウイスキーの歴史や創設者の 

軌跡をパネルや展示品、映像で鑑賞できるウイスキー博物館も必見 

です。 

 

◎ウイスキーとブランデーの違いって？？ 

「ウイスキー」 

大麦・ライ麦・トウモロコシなどの穀物を麦

芽の酵素で糖化し、これを発酵させた蒸留酒

のこと。  

「ブランデー」 

果実酒からつくった蒸留酒の総称をいいま

す。単にブランデーと言った場合は通常ブド

ウが原料のワインを蒸留して作られたもの

を指しますが、リンゴやサクランボから作っ

たブランデーもあります。 

 

 

【場  所】北海道余市郡余市町 

黒川町 7-6 

【T E L】0135-23-3131 

【営業時間】9：00～17：00 

 

 

＊旅行口コミサイト「トリップアド

バイザー」で「行ってよかった! 工

場 見 学 & 社 会 科 見 学 ラ ン キ ン グ

2014」で１位になりました！！ 
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株式会社旅ランド本社営業所 
（一社）全国旅行業協会 保証社員 
（一社）福岡県旅行業協会 正会員  
福岡県知事登録旅行業第２－５２８号 
〠822-0027 

福岡県直方市古町４番９号 

TEL:0949-29-7777 

FAX:0949-29-7778 

営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

第
１
３
回
目
は
、
直
方
地
区
に
あ
る
【
髪
屋 

樂
空
】

さ
ん
、
田
川
地
区
に
あ
る
【
さ
く
ら
う
ど
ん
】
さ
ん
で

す
。 

 

【
髪
屋 

樂
空
】
さ
ん
は
、
直
方
市
内
だ 

け
で
は
な
く
、
近
郊
か
ら
の
お
客
様
も
多
い 

人
気
の
サ
ロ
ン
で
す
。
御
客
様
の
髪
質
に
合
う
理
想
の

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
け
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是

非
行
っ
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
？ 

 

【
さ
く
ら
う
ど
ん
】
さ
ん
は
、
素
材
か
ら
製
法
ま
で

全
て
に
こ
だ
わ
っ
た
う
ど
ん
屋
さ
ん
で
す
。
何
と
い
っ

て
も
メ
ニ
ュ
ー
の
種
類
が
豊
富
！
う
ど
ん
だ
け
で
な

く
お
い
し
い
カ
ツ
丼
も
あ
り
ま
す
よ
！ 

 

お
腹
が
空
い
た
ら
、
『
さ
く
ら
う
ど
ん
』 

さ
ん
に
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
！ 

 

時
間
・
所
在
地
な
ど
は
、
旅
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
下
さ
い
！ 

 

三
徳
山
（
み
と
く
さ
ん
）
は
、
鳥
取
県
東
伯

郡
三
朝
町
に
あ
る
山
で
、
神
と
仏
の
宿
る
霊
山

と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め

て
い
ま
す
。
標
高
８
９
９
ｍ
７
０
㎝
。
山
名
は

「
福
徳
（
幸
福
）」「
智
徳
（
智
恵
）」「
寿
徳
（
寿

命
）」
の
３
つ
の
徳
に
由
来
し
ま
す
。
三
徳
山
中

腹
の
断
崖
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
建
つ
国
宝
・
投
入

堂
は
特
に
有
名
で
、
全
山
が
国
の
名
勝
・
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

三
徳
山
の
開
山
は
慶
雲
３
年
（
７
０
６
年
）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
熱
心
な
修
行
者
で

あ
る
役
行
者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
が
蓮
の

花
び
ら
を
「
こ
の
花
び
ら
を
、
神
仏
に
ゆ
か
り

の
あ
る
と
こ
ろ
へ
お
と
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
空

に
投
げ
た
所
、
石
鎚
山
（
愛
媛
）・
吉
野
山
（
奈

良
）
と
三
徳
山
に
舞
い
降
り
、
そ
れ
ら
の
山
を

修
験
道
の
行
場
と
し
て
開
い
た
こ
と
が
三
徳
山

の
修
験
道
と
し
て
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 そ

の
後
、
嘉
祥
２
年
（
８
４
９
年
）
慈
覚
大

使
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
・
大
日
如
来
・
釈
迦

如
来
の
三
尊
が
安
置
さ
れ
天
台
宗
三
徳
山
三
佛

寺
と
称
し
、
堂
舎
３
８
宇
・
寺
３
千
軒
・
寺
領

１
万
町
歩
・
３
千
石
を
領
し
て
い
ま
し
た
。 

 

三
徳
山
は
朱
塗
り
の
宿
入
橋
を
入
口
に
し

た
奥
山
な
の
が
特
徴
で
、
豊
か
な
自
然
と
山
中

に
点
在
す
る
諸
道
は
従
古
の
ま
ま
今
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

役
行
者
が
三
徳
山
を 

訪
れ
た
時
、
そ
の
山
の 

ふ
も
と
で
お
堂
を
作
り 

ま
し
た
。
役
行
者
は
法 

力
で
お
堂
を
手
の
ひ
ら 

に
乗
る
ほ
ど
に
小
さ
く
し
、
大
き
な
掛
け
声 

と
共
に
断
崖
絶
壁
に
あ
る
岩
窟
に
投
げ
入
れ

た
と
言
わ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
投
入
堂
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

    

〈
住
所
〉
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
三
徳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０
１
０ 

〈
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〉
０
８
５
８
‐
４
３
‐
２
６
６
６ 

〈
参
詣
時
間
〉
８
時
～
１
７
時 

〈
参
詣
料
〉 

大
人
４
０
０
円 

小
中
学
生
２
０
０
円 

  

「旅券の日」というのがあるのをご存知ですか。1878 年（明治

11 年）2 月 20 日に「海外旅券規則」が制定され、「旅券」という言

葉が初めて法令上使われました。これを記念して生まれたのが「旅

券の日」です。それまでは、「御印章」「海外行免状」と呼んでいた

そうです。      

海外旅行に必ず必要な旅券。それは日本政府が、海外であなたが

日本人であることとあなたの氏名・年齢などを証明する国際的身分

証明書であり、また、万が一何かが起こったときにその国の政府に

対してあなたに必要な保護と援助を与えるよう要請する重要な公文

書です。現在日本国民の約 4 人に 1 人が旅券を所持しています。 

 外国に入国するためには、国によって、旅券に一定以上の有効期

間が残っていなければ入国出来ない場合があります。 

 また、旅券の年間の紛失・盗難件数は何万件にものぼり、その約

8 割が日本国内で発生しています。原因は、ゴミと一緒に捨てた、

引越しの際の紛失など･･･。皆様もご注意下さい！！ 
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天然とんこつラーメン専門店の『一蘭』が、福岡県糸島市に製造工場と店舗が併設する「一蘭の森」

をオープンしています。「一蘭の森」は、東京ドーム２個分の敷地に子供から大人まで楽しめるよう、

「音と光の茶庭」「美味しいラーメン生産工場」「とんこつラーメン博物館」「お食事処」「おみやげ販売

処」の５つのゾーンで構成されています。 

＜音と光の茶庭＞ 

クローバーが敷きつめられた東京ドーム 1

個分の茶庭。ここでは、飲み物やデザートを

提供するほか、夜は、来場者が選んだ曲にあ

わせてイルミネーションも実施しています。

＜美味しいラーメン生産工場＞ 

来場者観覧用につくられた特別工場で、普段

は決して見ることのできない製造過程の一

部を公開しています。 

 

＜とんこつラーメン博物館＞ 

一蘭の歴史や味へのこだわりなどを、写真やイ

ラストを用いて展示するほか、とんこつラーメ

ンのはじまりや、日本全国のご当地ラーメンマ

ップなどのコーナーもあり、子供でも楽しく学

べる施設。 

＜おみやげ販売処＞では、「釜だれとんこつ」や

「汁なしとんこつ」「冷やかばい」など人気の定

番商品のほか限定商品などを販売しています。 

 

＜お食事処＞ 

「天然とんこつラーメン」をはじめ、一蘭本社

総本店や大分弁天店で提供している「博多とん

こつ餃子」や、工場併設の店舗である特徴を活

かした一蘭の森限定の週替わり新作ラーメン

が味わえます。 

 

場  所：福岡県糸島市志摩松隈 256-10 

営業時間：10 時～25 時（工場は７時～23 時）

Ｔ Ｅ Ｌ：092-332-8906 

牡蠣シーズン真っ只中！そ

こでご紹介するお店は「勇栄

丸」。こちらは、竹崎カニで有

名な佐賀県太良町にありま

す。有明海で養殖を行ってお

り、生産直売の牡蠣小屋です。

焼き牡蠣はもちろんのこと、

竹崎カニや車海老の踊り食

い。もうただこの一言「美味

かった～」皆様も是非「勇栄

丸」で極上の 

牡蠣を食べて 

みては？ 

 


